
編集部からのお知らせ

 高校版　2026年７月号　特集テーマ連動オンラインセミナー

「どう進める？　
高校の特色化・魅力化」
開催のご案内

https://benesse-hs.jp/nm2gq

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

本誌発刊

本誌の特集の
テーマと連動した

オンラインセミナー

各号の発刊後に、特集のテーマについて
さらに理解を深める！

オンラインセミナーの最新情報を受け取りたい先生はご登録を！

お急ぎの場合は、お電話もご利用いただけます。
株式会社ベネッセコーポレーション　お客様サービスセンター　TEL：0120–350455（通話料無料）
受付時間：月～金 8:00 ～18:00 ／土 8:00 ～17:00 （祝日、夏季休業、年末・年始を除く）

8/11（火）～ 8/16（日）はお客様サービスセンターは夏季休業です。

開催日時	 2026年10月９日（金）　16：00〜17：00
形式	 オンライン（ZOOM 配信）　　参加費　無料
プログラム（予定）
［プログラム１］特集解説

本誌７月号・特集「どう進める？　高校の特色化・魅力化
─ 生徒を主語にした学校づくりに向けて」のポイント解説

［プログラム２］質問への回答
読者から寄せられた質問に対して、現場の実情・実践に詳しい
佐藤事務局長と舟越校長、編集部が回答
ご質問は、お申し込みフォームで受けつけています。　

※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。　※登壇者の都合等により、配信内に録画再生を含む場合があります。
※一部時間帯の視聴も可能です。※プログラムの内容は変更になる可能性がございます。あらかじめご了承ください。

2026年10月７日（水）
参加申し込み締め切り日

右記の２次元コード、
または下記URLから
お申し込みください。
https://benesse-hs.jp/VIEW2621

参加申し込み方法

今年度は各号の発刊後に、特集のテーマと連動したオンラインセミナーを実施しています。２回目となる今回は、７
月号の特集のテーマである「どう進める？　高校の特色化・魅力化」と連動し、高校の特色化・魅力化を進める上で
管理職に求められる視点や役割について深めます。管理職を始めとするリーダーのお立場の先生はもちろん、将来の
学校を担われる若手の先生も含め、多くの先生方のご参加をお待ちしております。

登
壇
予
定
者

佐藤　到
いたる

　先生
全国普通科高等学校長会　事務局長
神奈川県立松陽高校、同・横浜翠

すいらん
嵐高校で校長

を務めた後、神奈川県立総合教育センター顧問、
横浜国立大学教職大学院連携教授を歴任。22 年
度から現職。全国の普通科高校を訪れ、改革支
援を行う。

舟越　裕
ひろし

　先生
長崎県立佐世保南高校　校長
長崎県立佐世保北高校で進路指導主事として同
校の進路指導をけん引。同・佐世保西高校で教
頭、同・松浦高校で校長を務め、25 年度から現
職。松浦高校や現任校で普通科改革の取り組み
を先導してきた。

『VIEW next』の LINE を友だち登録していただければ、オンラインセミナーの最新情報はもちろん、本誌の発刊時や新コ
ンテンツの公開時に通知が届き、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』内の該当コンテンツに、ダイレクト
にアクセスできます。この機会にぜひご登録をお願いします！

方法❶　右の２次元コードを読み取る
方法❷　LINE アプリの「友だち追加」＞　「ID 検索」で「@view21」と入力して追加

友だち登録の
方法例

お問い合わせは
こちら

る日の放課後、２年生のクラス担任だった私は、11月

に実施された模擬試験の結果について女子生徒Ａさん

と面談をしました。Ａさんの成績は、５教科すべてが高得点で、

志望校である難関国立大学には余力を持って合格できそうでし

た。10余年の教職歴の中で私が出会った生徒の中でも屈指の

学力を持つＡさんは、より難関の大学を目標にすれば、さらに

学力が伸びるはずだと私は確信していました。

　いつもの穏やかな笑顔で面談にやってきたＡさんに、私は「模

擬試験の結果、見た？」と聞きました。Ａさんは「はい。よかっ

たですよね」とさらりと答えました。その言葉にうなずきなが

ら私はこう提案しました。「こんなに高い点数が取れるのだか

ら、東大を目指さない？」。するとＡさんは「そう言ってもら

えるのは、うれしいです」と笑顔を崩さずに答えた後、私に尋

ねました。「でも、東大に行ったら、私の人生の何が変わるん

でしょうか？」。想定外の質問に私は思わず、「えっ？」と声を

出してしまいました。私が予想していたＡさんの反応は、「自

信がありません」とか、「頑張ってみます」といったものだっ

たからです。次の言葉がなかなか出てこなかった私は、「人生

の何が変わるのかってどういうこと？」とＡさんの質問に質問

で返しました。

　「東大も素敵な大学だと思いますが、東大に行ったら私の人

生がどう変わるのかが分からないんです。今の志望校が唯一の

選択肢ではないことは分かっていますが、現時点で私が一番関

心のある大学なんです」。穏やかな表情を変えずに語るＡさん

に、私は「人生はどうなるか分からないから、卒業後の選択肢

が増えそうな東大に行った方がいいんじゃないの？」と言いま

したが、内心は「中身のないことを言っているな……」と情け

なさでいっぱいでした。私は東京大学のことを詳しく調べてい

たわけではありませんでした。それなのに「東大を目指さな

い？」と安易に口にしたのは、自分のクラスに学力が高い生徒

がいることに浮かれていたからだと自己嫌悪に陥りました。

談は、生徒が気づきを得たり、前向きな気持ちになっ

たりするための時間だと考えていました。しかし、私

との面談がきっかけでその後、Ａさんにそうした変化が生まれ

たとは思えませんでした。Ａさんは当初の志望校に合格しまし

たが、私にとってはＡさんとのあの面談は思い出すと苦しくな

る、しかし決して忘れてはならない面談だと思っています。

担任として生徒の進路選択にどうかかわっていこうとし
ているのか、そして地方の高校に通う生徒の進路観の醸
成をどのように支援しようと考えているのかを佐藤先生
が語ったウェブオリジナル記事を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article36719/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。

「
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大
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目
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さとう・こうだい ● 同校に赴任して4 年目。数学科。
生徒の主体的・自律的な学びの実現を目指し、
授業改善に力を入れる。2026 年度からは、

DX ハイスクール採択校である同校の様々な教育活動の
評価・改善・精選を担うDX 委員会の委員長を務める。

岩手県立水沢高校

佐藤紘大

先生なら、
どうしますか？
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https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article36719/_oid=s002
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